
2022年度 ⽴命館⼤学⼤学院学⽣研究会活動⽀援制度 研究成果報告

◎YIN Yuqi(⾔語教育情報研究科M2)、○DU Tianyi（⽂学研究科D4）、○⼭本晃⼦（⾔語教育情報研究
科M2）、ZHAO Wuyang（⽂学研究科D1）、XUE Yuanminxiu（⽂学研究科M2）、川畑祐貴*(京都⼤学
⽂学研究科D2)、寺倉⼤智*(⾔語教育情報研究科M1)
◎代表者、○副代表者、*客座メンバー

⽬的
本研究会は、世界の⾔語(主に⽇本語・中国語・英語)を対

照しながら、認知⾔語学(認知意味論)を援⽤し、⾔語の空間
時間認知の⼀端を明らかにする。
⾔語学分野で、英語では解明が進んでいる認知⾔語学(認知

意味論)を利⽤した移動表現、空間時間認知についての理論が、
どのように中国語、⽇本語研究に適応できるのか。

＊右図は読書会でイメージスキーマを⽤いて「⼊る」の意味を分析しています。

移動・空間・時間研究会

定期的な読書会
『認知意味論』
（松本編 2003）
を主な資料とし
て扱い、毎週の
⽉曜⽇にメンバ
ーがそれぞれ⾃
分の読書感想を
発表する。

定期的な論⽂勉強会
各⾃の興味
関⼼のある
テーマを持
ち寄り、論
⽂やメンバ
ー⾃⾝の研
究成果を発
表する。

学外の先⽣を招いた特別講演会

研究会実績
• メンバーらの修⼠論⽂、博⼠論⽂（執筆中）
• 印⾬琪（2022）「⽇本語の移動事象表現「経路動詞＋てくる」についての考察―「着いてくる」はなぜ
⾔いにくいか―」，『Studies in Language Science Working Papers』第12号, pp.1-13


